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「制御工学」 第 3章演習問題解答 

 

１． 

システムの微分方程式は， 

  )()()( tftKxtxM   

である。初期条件を 0として，ラプラス変換を行うと， 

  )()()(2 sFsKXsXMs   

となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 

 

２． 

システムの微分方程式は， 

  )()()()()( tKxtxDtKxtxDtxM iiooo    

である。初期条件を 0として，ラプラス変換を行うと， 

  )()()()()(2 sKXsDsXsKXsDsXsXMs iiooo   

となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 

 

３． 

２章の熱の収支の例題より，システムの微分方程式は 
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である。初期条件を 0としてラプラス変換を行うと， 

       sssC R s h  

となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 
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４． 

２章の 1タンク系の例題より，システムの微分方程式は， 
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である。初期条件を 0としてラプラス変換を行うと， 
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となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 

 

５． 

システムの微分方程式は 
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となる。初期条件を 0としてラプラス変換を行うと， 
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となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 

 

６． 

システムの微分方程式は 
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である。初期条件を 0としてラプラス変換を行うと， 

       sEsEssECR ioo   

となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 

 

７． 

システムの微分方程式は 
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である。初期条件を 0としてラプラス変換を行うと， 

         sEsEssECRsEsCL iooo 2  

となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 
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システムの微分方程式は， 
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である。初期条件を 0としてラプラス変換を行うと， 
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となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 
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                           （答） 
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システムの微分方程式は， 
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である。初期条件を 0として，ラプラス変換を行うと， 
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となり，伝達関数は 
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と求めることができる。（答） 

 


